
＜記者会見項目予定＞ 

① 今年１０月、開学４０周年を迎えます！ 

 「世界に開かれた技術科学」を目指して、各種事業を展開します。 

 【学長 大西隆／開学４０周年記念事業推進室長 田中三郎】（別紙１参照） 
 

② 「安久美神戸新明社儀式殿」耐震診断見学会開催のお知らせ 

 【建築・都市システム学系 助教 水谷 晃啓】（別紙２参照） 
 

③ 最先端植物工場マネージャー第５期生募集 

 ／IT食農先導士養成プログラム（最先端土地利用型IT農業コース）第１期生募集 

 について 

 【先端農業・バイオリサーチセンター 特任准教授 山内高弘】（別紙３参照） 
 

④ 豊橋が途上国との架け橋になる国際協力活動！ 

 ～産学官連携による産業クラスターの取り組みを通じて～ 

 【国際協力センター 特任助教 余語豊彦】（別紙４参照） 
 

⑤ 「東三河防災カレッジ」の募集・開催について 

 【安全安心地域共創リサーチセンター長・教授 齊藤大樹 

安全安心地域共創リサーチセンター特任助教 穂苅耕介】（別紙５参照） 
 

⑥ 第３２回定期演奏会開催について 

 【豊橋技術科学大学吹奏楽団】（別紙６参照） 
 

⑦ 第３９回技科大祭開催について 

 【豊橋技術科学大学技科大祭実行委員会】（別紙７参照） 
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平成２８年第５回定例記者会見 

日時：平成２８年９月１３日（火）１１：００～１２：００ 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階 大会議室 

 

 

＜本件連絡先＞ 

総務課広報係 河合・高柳・梅藤 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 



＜別紙１＞ 
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２８年９月１３日 

 
 
本学が平成２８年１０月に開学４０周年を迎えるのを機会に、各界の期待に添うべく、

「世界に開かれた技術科学」をスローガンとして、今後の発展に向けて、新たな事業を推

進していきます。 
本記念事業の概要などについて、田中開学４０周年記念事業推進室長より説明します。 
 

＜事業の概要＞ 

 

○スローガン 世界に開かれた技術科学 

 

○事業の柱 
    １）産学連携・社会連携に関する事業 
    ２）学生支援の充実に関する事業 
    ３）機能強化に向けた重点プロジェクトの推進 

 

○具体的な事業 

 ・宿舎のグローバル化・充実 

 ・学生課外活動施設の整備・充実 

 ・憩いと潤いのあるキャンパス環境の整備（図書館、食堂への接続通路 etc.） 

 ・開学 40 周年記念歌（学生、教職員、同窓生に公募） 

 

○記念式典、記念講演会、祝賀会 

 ・10 月 3 日(月) ＠穂の国とよはし芸術劇場 PLAT（祝賀会はホテルアソシア豊橋） 

 ・日頃ご支援いただいている地元企業・団体の皆様をご招待し開催する。 

  ※ 一般市民への開放はいたしません。 

 

○開学 40 周年記念事業ホームページ 

 https://www.tut.ac.jp/40th/index.html 

 

本件に関する連絡先 

担当者 総務課総務係   TEL:0532-44-6504 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

 
今年１０月、開学４０周年を迎えます！ 

「世界に開かれた技術科学」を目指して、各種事業を展開します。 
 
 



＜別紙２＞ 
   国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

平成２８年９月１３日 

 

 
＜概要＞ 

「安久美神戸神明社儀式殿」の利活用を目的とした耐震診断見学会を下記の日時で開催致

します。是非、ご参加頂き取材をお願い致します。 
 
日時：平成 28年 9月 16 日（金） 10 時 00 分から 12時 00 分 

場所：安久美神戸神明社儀式殿（豊橋市八町通 3丁目 17） 

協力：一般社団法人愛知県古民家再生協会、安久美神戸神明社 

 

＜詳細＞ 

鬼祭りに係る催しに使用されてきた安久美神戸神明社儀式殿の老朽化に伴い、安久美神

戸神明社ならびに豊橋技術科学大学建築・都市システム学系（助教・水谷晃啓）が中心と

なって、当社殿の今後の活用方法に関する議論が始まりました。その第一歩として、築約

60 年、その間に何度か増築が行われた当社殿の耐震性能の診断を、一般社団法人愛知県古

民家再生協会（理事長・戸田由信）の協力を得て行います。当日実施される耐震診断では、

昨今注目を浴びている伝統工法住宅（古民家）の耐震性能を診断する手法「動的耐震診断」

が用いられます。当日は氏子様、学生らに対する見学会に併せ、一般の方に向けた無料実

技講習会も開催されます。地域の重要な文化を支えてきた当社殿の発展的な利活用にむけ

て、多くの方に関心を持っていただき共に考えて参りたいと願っており、是非ご参加頂き

取材をお願いしたいと存じます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 他地域での実績も多数あり        図 2. 儀式殿は鬼祭りの際の重要社殿 

本件に関する連絡先 

担当：建築・都市システム学系 水谷  TEL:0532-44-6842 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

「安久美神戸新明社儀式殿」耐震診断見学会開催のお知らせ 
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＜別紙４＞ 
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

平成２８年９月１３日 

 
政府開発援助（ODA）事業の一環として、2016 年 10 月 5 日（水）～2016 年 11 月 5 日（土）まで、

研修対象国 6 ヶ国（インドネシア、カザフスタン、チュニジア、 ベトナム、メキシコ、ケニア）合

計 11 名の研修員が来日し、豊橋を中心とした産学官連携、地域産業クラスターの事例を学び、自国

の産業振興と地域イノベーション創成を目指します。 
  

豊橋技術科学大学では、国際協力・国際貢献活動の一

環として、JICA（国際協力機構）の課題別研修「クラス

ター・アプローチによる地域産業振興(B)」を実施します。 
 

この研修は、好事例として国内でも高い評価を得てい

る産学官が一体となった豊橋のクラスター活動 に焦点

を当て、豊橋市や多様な地域関係機関と連携しながら、

途上国の地域産業振興に貢献することが狙いです。 
 
研修参加者が、自国／地域のニーズに即した効果的なクラスターを構築するために、わが国の中

央政府（経済産業省）／地方自治体（豊橋市）／地域研究機関／産業支援機関／大学／企業が有す

る経験・知見を総動員し、意見交換やディスカッションの機会も豊富に組み込みながら、途上国と

日本側が学び合うプログラムとなっています。 

 
▼ぜひ取材下さるようお願い致します！ 

※来たる 9月 13 日（火）11:00～開催予定の本学定例記者会見にて、より詳細についてご説明致しま

す。興味をお持ちの方は、是非ご参加下さい！ 

 

日付 時間 内容 場所 

10 月 11 日（火） 17 時～19 時 歓迎会  豊橋技術科学大学 Tomo Cafe 

10 月 18 日（火） 14 時～14 時 30 分 豊橋市 佐原光一市長表敬 豊橋市役所（豊橋市今橋町） 

10 月 19 日（水） 14 時 30 分～16 時 豊橋植物工場 IGH 見学 株式会社サイエンス・クリエイト（豊橋市西幸町） 

 16 時～17 時 メイカーズ・ラボとよはし見学 豊橋サイエンスコア内 110 号室（豊橋市西幸町） 

【本件問合せ先（詳細日程等もご提供致しますのでお気軽にお問合せ下さい！）】 

事業担当者 ：国際協力センター 特任助教 余語 豊彦 

TEL:0532-81-5114（内線：3087） E-mail: master@icceed.ignite.tut.ac.jp 

広報担当：総務課広報係 TEL:0532-44-6506 

豊橋が途上国との架け橋になる国際協力活動！ 

～産学官連携による産業クラスターの取り組みを通じて～ 

2015 年度研修の様子 



平成28年度 第5回定例記者会見

2016年度JICA課題別研修
「クラスター・アプローチによる地域産業振興（B）」

－豊橋市や多様な地域関係機関と連携し、途上国の産業振興に貢献－

豊橋技術科学大学 グローバル工学教育推進機構 (IGNITE)

国際協力センター (ICCEED)

センター長／教授 穂積 直裕

E-mail: master@icceed.ignite.tut.ac.jp

研修の概要
① 豊橋技術科学大学が、豊橋市の産業クラスター関係者などと連携し、国際協力機構 （JICA）
の行う政府開発援助（ODA）活動の一環として、10月から約1ヶ月間、研修対象国6か国
（インドネシア、カザフスタン、チュニジア、ベトナム、メキシコ、ケニア）の産業振興の担い手で
ある行政官や産業支援機関、大学などの人材を育成する研修。

② 同研修は近年、途上国においても、効果的な産業振興の手法として注目を集めているクラスタ
ーアプローチを学ぶもので、国内でも地域主導、地域が一体となり取り組んでいる産業クラスタ
ー活動として知られている、豊橋の食農産業クラスターを題材として活用。

③ 豊橋技術科学大学が中心となり、豊橋市やサイエンスクリエイト（同市）をはじめとする産学官
の主要な関係者と共に、クラスター活動を、「計画づくり」、「組織化」、「活動を活性化させる
ための工夫」など、様々な観点から整理し、カリキュラム・研修教材として取り纏めて実施。

④ 豊橋技術科学大学が、国際貢献活動の一環として、上記のような取り組みを東三河、東海、
三遠南信を中心とした地域の産学官ネットワークを活用して積極的に実施。

⑤ 教育や研究、産学連携の成果を活かしたこの取り組みを、大学間連携の更なる展開などに
より、「大学の国際化」に繋げる試みとして注目。

2



研修の特徴①

• 豊橋から学ぶ
– When：2016年10月5日（水）～11月5日（土）
– What: 豊橋が一体（産学官）で、取り組む地域産業振興の仕組み

• 食農産業クラスターの有効性（形成～実施）
• 市の支援
• 農商工連携＋工学（本学）
• 産業支援機関のコーディネート機能

– Who: ６ヵ国、１２名の行政、大学、産業支援機関関係者等
• インドネシア、カザフスタン、チュニジア、ベトナム、メキシコ、ケニア

3

研修の特徴②

• 豊橋から学ぶ
– How: 効果的なプログラム

• クラスターの概念と中央政府
のクラスター政策から、クラス
ターの実施機関の具体的な
活動に至るまでの、一連の
取組みを学ぶ。

4



研修のみどころ

5

日付 時間 内容 場所

10月11日
（火）

17:00~19:00 歓迎会 豊橋技術科学大学 Tomo Cafe

10月18日
（水）

14:00~14:30 豊橋市 佐原光一市長表敬

（市も注目している研修事業について、 研修員
と意見交換）

豊橋市役所（豊橋市今橋町）

10月19日
（木）

14:30~16:00 豊橋植物工場IGH見学
（技術・活動を見学）

株式会社サイエンス・クリエイト
（豊橋市西幸町）

16:00~17:00 メイカーズ・ラボとよはし見学

（新たな“ものづくり”を生み出す取り組みを
見学）

豊橋サイエンスコア内 110号室
（豊橋市西幸町）











安全安心地域共創リサーチセンター CARM について

○ センターの目的と構成

安全安心地域共創リサーチセンターは、以下の３つの研究コアで構成し、リスク軽減のための研究・技術開発とともに、
自治体・企業と連携して、研究の地域実装化や人材育成等による地域防災力向上のための活動を行う組織として発足。

災害リスク研究コア
地震・気象災害などの自然災害に対する防災・減災・復興のあり方に関する研究を行う。

環境リスク研究コア
水質汚濁、大気汚染、気象変動などへの対応の方法と環境の適切な管理のあり方に関する研究を行う。

生活リスク研究コア
住宅等の室内環境、人の健康、食の安全、障がい者の対応など人間生活に関わるリスクおよび地域社会に内在する
社会的なリスクに関わる研究を行う

○リサーチセンターの活動

・防災人材の育成プログラム開発・実施

・センシング技術を利用した防災減災技術の開発

・地域連携

防災情報共有Webサイト「つながる防災」の設置

東海圏減災研究コンソーシアムとの連携

・国際協力

1

防災人材の育成プログラム開発・実施

文部科学省「成長分野等における中核的人材養成等の戦略的推進」
事業、及び本学の「社会人向け実践教育プログラム事業」を活用

○ 平成25年度より企業等の防災担当者を対象とした人材育成プロ
グラムを開発・実施

過去の受講者数
H25(59名), H26（94名）, H27（49名）

○ 平成27年度までは、「地域地震防災コース」の名称でプログラム
を実施してきたが、内容の拡充にあたり、平成28年度より名称を

あらため「東三河防災カレッジ」として実施予定
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「東三河防災カレッジ」平成28年度プログラム

3

企業団地が集積する三河港湾エリア
（提供：愛知県三河港務所）

甚大な被害が懸念される東三河地域
（愛知県防災会議の結果（平成26年5月公表）に基づいて作成）

東三河地域の港湾エリアには、４市をまたいで５つの工業用地（蒲郡地区、御津地区、
神野地区、明海地区、田原地区）があり、約３２０の企業が集積。
主に自動車関連企業が集積しており、自動車貿易では国内にとどまらず世界でもトップ
クラスの取り扱いを誇る。

我が国有数の貿易港を形成する三河港

堤防の外側に造成された５つの工業用地（埋立地）
に自動車関連産業を中心とした企業が集積

東三河地域は、南海トラフを起源とするＭ９クラスの巨大地震により人的にも物的にも甚
大な被害を受ける可能性がある。
とりわけ堤防の外側に造成された工業用地に立地する企業は、日本経済に多大な影響
が及ぶため、防災対策に従事する責任ある立場の人材の養成が急務である。

社会背景

甚大な被害が生じる可能性

プログラム開発の背景

4



・国土交通省中部地方整備局
・愛知県三河港務所

○三河港湾防災減災連絡会
・蒲郡地区委員会防災部会
・御津臨海企業懇話会
・神野地区防災自治会
・明海地区防災連絡協議会
・田原臨海企業懇話会
・蒲郡市企画広報課
・蒲郡港営施設株式会社
・豊川市企業立地推進課
・豊橋市みなと振興課／防災危機管理課
・株式会社総合開発機構
・田原市企業立地推進室

フィードバック

評価

実践力養成コース

地域課題探究コース

（開発した防災教育プログラムの実証）

メカニズム学習コース

東三河防災カレッジ

実証

共同開発

事業
協力

意見・要望

東三河防災カレッジ実行委員会

実施主体：豊橋技術科学大学安全安心地域共創ＲＣ

防災教育プログラム開発
（別途、作業部会を設置）

連携機関・団体
（産業界・行政機関等）

・岐阜大学地域減災研究センター
・静岡大学防災総合センター
・名古屋大学減災連携研究センター
・名古屋工業大学高度防災工学センター
・三重大学防災・減災研究センター

東海圏減災研究コンソーシアム
参加大学との情報交流

情報
交流

活動情報
情報整備部会

情報の集約・整備・
発信を担当

地域連携強化による人材養成プログラム開発

○プログラムの実施にあたり、地域行政、企業、大学（東海圏コンソーシアム等）と連携

5

学部・大学院の講義の一部を社会人に開放

履修証明プログラムとして実施

豊橋技術科学大学 社会人キャリアアッププログラム

２８・２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度

東三河防災カレッジ
本学が推進している
社会人キャリアアップ
プログラムに開発し
た教育プログラムを
位置付ける。

開発した教育プログラム

教育プログラムが履修証明プログラム制度の要件
を満たせるよう以下①～④の取り組みを通じてプロ
グラムを拡充していくと同時にプログラム運用のた
めの体制・しくみを構築する。

①本学学部・大学院講義の一部を社会人向け
教育プログラムとして開放

②近隣自治体が独自に実施する防災講座との
連携（単位互換協定の締結）

③企業団体との連携強化（実地研修可能な企
業との協働プログラム開発の推進）

④大学間の連携強化（東海圏減災研究コン
ソーシアムを通じた相互講師派遣の活用）

豊橋技術科学大学 学部・大学院講義

プログラム展開の構想（平成30年度～）

・付加価値（資格等の付与）
・履修証明プログラム化
・職業実践力育成プログラム（BP）認定制度
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